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不適切な事象の概要と行政処分�
今回の点検では、不適切な事象を徹底的に洗い出し、過去

の不正を清算するという気構えで、記録等に基づく点検と、

それを相互補完する観点からの網羅的な聴き取り調査を�

実施しました。記録等に基づく点検では、約２，３００人・日�

の人員を投じまし

人にのぼる発電部

約３００人の第一線職

面談調査を実施し

しでも思い当たると

た点検を実施しまし

　その結果、２４事

が判明しました。こ

へご報告しました

われるような事象

ライアンスの観点か
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原因と再発防
これらの不適切な

「ＣＳＲ推進活動が

たことが原因で発

当社はこれまで

検査に関する不適

管破損事故」等に

挙げて取り組んで

しかしながら今

対策がとられてい

象については、それ

よびそれ以前から慣習的に行われており、対策実施以降

も継続していたものが認められました。�

このことから、再発防止対策の策定にあたっては、これ

まで当社が実施してきた再発防止対策を再評価した上で、

な策定および、現在実施している対策

しました。その結果、以下のような対策

た。今後は、コンプライアンス意識の徹

再発防止対策を着実に実施してまいり

から慣習的にやっていることでも、問題

人ひとりが勇気を持って正していくよう

踏み込んだ取組みを行ってまいります。 

関西電力グループ CSRレポー13
た。さらに、聴き取り調査では、約５，０００

門に所属する従業員へのアンケート、

場の役職者・工事請負会社従業員への

、調査対象期間を限定することなく、少

ころがあれば申し出るという、多岐に亘っ

た。�

案、件数にして９９４件の不適切な事象

れについて、経済産業省・国土交通省

ところ、原子力発電設備の安全が損な

はなかったと評価されたものの、コンプ

ら問題があったと評価され、行政処分

必要な対策の新た

の充実を検討いた

を策定いたしまし

底に努めるなど、

ます。特に、過去

のあるものは、一

に組織風土にまで
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止対策�
事象は、「第一線職場への支援の不足」

不十分」「モニタリングの不足」といっ

生したものでした。�

、「火力発電所等における定期事業者

切事項」、「美浜発電所３号機二次系配

対する再発防止対策を策定し、全社を

きました。�

回の点検において、それらの再発防止

たにもかかわらず、一部の不適切な事

らの対策実施以降に発生したもの、お
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くろよんスピリットを 
確実に守り伝えたい。 

関西電力グループ CSRレポート 2007関西電力グループ CSRレポート 2007

CSRクローズアップ 

電力の安全・安定供給への使命と責任 
黒部川電力システムセンター　所長　米澤出穂 

水力発電の開発と共に発展してきた宇奈月町でありましたが、

２1世紀に相応しい地域づくりをめざし、昨年旧黒部市と合併し新

生黒部市を誕生させました。黒部川は３，０００ｍ級の北アルプスか

ら日本海までの黒部市を貫流し、今までにまして地域住民にとっ

て大きな存在となりました。 

これからの企業活動は地球規模での環境コミュニケーションと

同時に地域での環境コミュニケーション、すなわち地域との共生

も益々重要なＣＳＲとなります。エネルギー供給源としての水力

発電の役割は低くなりましたが、クリーンエネルギーとしての存

在感は益々顕著になります。 

バブル経済破綻後の回復期にあって、日本社会では色々の分野

で格差が生じていますが、なかでも都市と地方の格差が政治的に

も経済的にも大きな問題となってきています。その点で貴社がＣ

ＳＲの理念を普遍することにより格差是正の役割を果たすことが

できるのではないでしょうか。即ち水力発電所の所在地の多くは

地方であり、地方の自治体にとって、貴社のこれからの企業活動が

その役割の一端を担うものとして大きな期待をしております。 

 

関西電力の事業運営に対する 
評価と今後の期待 

 
 
黒部市副市長 
中谷 延之 氏 

１９５６年、関西電力は北アルプスの黒部峡谷で黒部ダムと

黒部川第四発電所（通称くろよん）の建設を開始しました。

戦後の深刻な電力不足を解消するため、その後７年間とい

う歳月と、延べ１,０００万人の人の力と技術が結集されたの

です。当社では、この建設に携わった先人の精神を「くろよ

んスピリット」として、いまも、これからも、あらゆる業務に

携わる従業員が受け継いでいきたいと考えます。 
黒部川全体の年間発電量は約３１億kWh―。安定した電気をお届けするため、黒
部川電力システムセンターの業務は、ここ黒部ダムから始まる 

シャベルを腰に下げ、黒四発電所から送電線を伝い、鉄塔の除雪に向かう 

黒部ダムの高さは国内一 

の１８６m。堰堤に設けら
れたキャットウォークから
堰堤外部や周りの山を監
視して回る久保田水路長 

えんてい 

黒部ダムにはセンサーや測定器など電気設備が
いたるところに設置されており、これらを点検・監
視するのもダムの保全作業の一つ 

さ れき 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ダム６ヵ所と発電所１０ヵ所 
５７３基の鉄塔を守る
－現在、黒部川電力システムセンターは、７０名の所員がダムや

水力発電所、変電所、送電線などの運用と保全に携わっています。冬は

雪深い地域だけに、作業が厳しいですね。 
 

一昨年の冬は記録的な豪雪で、黒部川第四発電所（黒四発

電所）の第１鉄塔に雪が積もりました。そのままにしておくと、

雪の重さで鉄塔が変形しかねません。そこで、除雪のために、

黒四発電所から送電線を伝って鉄塔に向かいました。地上

での移動は雪崩に巻き込まれる恐れがあり、送電線をたどっ

たのです。黒部の雪は粉雪で、鉄塔に付着することは少 

ないのですが、水分が多くて積もりやすいベタ雪が降り続く

と、センターは緊張感に包まれます。雪質を見極め、ヘリコ

プターを飛ばすなど施設の状況を把握し、積雪が多い設備

は除雪に向かいます。 
 

－作業は、富山県宇奈月から黒部川に沿って走る黒部峡谷鉄

道のトロッコ電車で向かいます。しかし、電車が運休する冬の間は、

歩いて行くのですね。 
 

ときには約２０kmもの距離を５～６時間かけて歩きます。冬

期歩道と呼ばれる歩行用のトンネルが設けられていますが、

雪の状態によっては発電所や寮で足止めを食うこともあり

ます。自然の脅威は雪だけでなく土砂もあります。台風な

どで出水があると土砂で放水口が埋まってしまうことも多く、

その都度大型重機で掘り出さなくてはなりませんが、黒部

の厳しい環境の中での作業ですから、安全を確保するため

にも、自然に対しての危険予知能力というか、感覚を鍛え

ておく必要があります。 

 
１/１００mmの単位で調整する 
発電設備の部品交換 
－発電設備の保全も電力システムセンターの業務です。黒

部川水系の発電所の設備は、土砂による摩耗が激しいとか。 
 

黒部の砂礫は硬質・鋭角で、流入量そのものが多いのです。

そのため水車などの部品交換が、一般の発電所では１０～１８

年に１回程度で済むところを黒部川水系では３～４年ごとに

取替えが必要になることがあります。 

一般的には、川の水量が少なくなり、電力需要が少ない秋

口に発電機を止めて点検しています。分解点検のときなどは、

先輩たちの技術力に感動することもありますね。例えば、発

電機は高速で回転するため、わずかなズレが事故につなが

りかねません。そのため何十トンもある部品を１/１００mm単

位で調整するのですが、現在のようにあらかじめ工場で製

作された部品を組み込むのではなく、昔は、ある程度の物は

現場で製作・加工しながら組み立てていました。いわゆるメー

カの技術・技能も備えていた。先輩たちの高い技術力と仕

事への真摯な姿勢には頭が下がります。 

 
ダムの息づかいは 
計器だけでなく歩いて見守る 
－約２億m３の水を湛えることのできる黒部ダムは、貯水量に

よって数cmたわみます。そのたわみによって水圧などを吸収して

いるわけですが、ダムの保守は多種多様な計器のほか、従業員が毎

日巡視していますね。 
 

ダムは内部に「ひずみ計」や「変位計」「温度計」などが設置

されていて、その数値がリアルタイムでダムの管理室に送ら

れています。ただし、そのデータだけに頼ることなく、４人の

従業員が自分たちの目や耳でダムの状態を常に監視していま

す。ダム内部などには、総延長約９kmの巡視路が張り巡ら

されていますが、そこを「歩くのが私たちの仕事」とは、黒

部ダムを管理する久保田利彦水路長の口癖です。 
 

－米澤所長は、くろよん建設の語り部として、社内外で工事

の歴史などを伝えています。先人たちの思いをどのように後輩に語

り伝えたいですか？ 
 

黒部川水系でつくられる電気は主に関西に送電されていま

す。豪雪や台風のときも、安定して電気をお届けする―。

そのためには日頃の点検や保守が欠かせません。それが私

たちの使命です。その使命を果たすには、与えられた仕事を

確実に遂行することが何より重要です。一人ひとりが自分の

業務に誠実に取り組む、そのことこ

そが「くろよんスピリット」だと考え

ています。事業の大きさだけでなく、

それを支えた人たちの仕事に対す

る地道な取組みを、飾ることなく伝

えていきたいと思います。 
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国際的な取組みで 
CO2削減に挑んでいます。 

CSRクローズアップ 

ブータン 

モンゴル 

甘粛省 

内蒙古自治区 

中　国 

かつてのチェンデブジ村は、明かり
は灯油、炊飯は薪という未電化の村。
電灯が灯った夜は笑顔も明るい 

地球温暖化防止への挑戦 
環境室地球環境グループ　リーダー  横川 晋太郎 

先進国 
 

途上国 
 資金 

技術 

削減量 

共同の削減
プロジェクト 

温室効果 
ガス 
削減量 

○クリーン開発メカニズム（CDM） 

「京都議定書」では先進国に対して温室効果ガスの削減目

標を定めている。その目標の達成を支援するためにつくら

れたしくみの一つがCDM。途上国が温室効果ガス削減事業

（発電時にCO２を排出しない水力発電や風力発電の建設など）を計画

している場合、先進国はこの事業に資金や技術を提供し、その

発電によって生じた削減量を目標達成に活用することができる。 

中国内蒙古風力発電プロジェクト 

温室効果ガスの削減やクリーンで持続可能なエネルギー開発、

発展途上国へのエネルギー利用に関する協力など、電力会社

が世界で果たす役割は大きく、関西電力がメンバーであるｅ８は、

さまざまな活動を実施しています。２００５年度には、関西電力が

リーダーとして取組みを行った「ブータン王国の小規模水力発

電プロジェクト」が、ｅ８として初めて国連のＣＤＭプロジェクト

に登録されました。 

ｅ８はこれからも関西電力とともに、地球環境を守りつつ、エ

ネルギーセキュリティ、社会の持続可能な発展を同時に達成し

ていくための方策について議論を深め、その重要性について広

く世界に訴えていきたいと考えています。 

世界規模での持続可能な 
社会の実現に向けて 

世界電力首脳有志の会議（ｅ８） 
事務局長 
ヨハン・ミーガー さん 

関西電力グループは、地球温暖化の防止に向けてCO２をはじめとした温室効果ガス

の削減や社会全体のエネルギー利用の効率化、また海外におけるさまざまな取組み

を推進しています。その取組みの一つとして、京都議定書に基づく「クリーン開発メ

カニズム（CDM）」などを積極的に活用し、グローバルな活動を展開しています。 

中国・ルエタイ水力発電所へは甘粛
省都「蘭州」から車で約６時間。納得
がいくまで幾度となく足を運ぶ 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
今年度からCO2排出削減目標をさらに高く 
－エネルギー事業者は、環境との関わりが特に深いのですが、

関西電力グループの取組みを紹介してください。 
 

温室効果ガスの排出を抑制しつつ電気を供給することは、

従来からの難しい課題です。そこで当社は、お客さまの快

適な暮らしを提供し、産業活動を支えながら、環境への影響

を低減させる方策を早くから検討してきました。そして、京

都議定書が採択される７年前の１９９０年、環境への取組みの

基本的なコンセプトを明らかにした「地球環境アクションプ

ラン５原則」を定めました。さらに１９９５年には温室効果ガ

ス削減のための総合的な対策である「ニューERA戦略」（P

４３参照）を策定し、具体的な施策を展開することで、温室効

果ガスの削減に挑み続けています。 
 

－関西電力は、２００７年度からCO２排出削減目標を一段と厳

しいものにしました。 
 

当社はCO２を排出しない原子力発電の積極的な導入など、

「ニューＥＲＡ戦略」を通して、グローバルな取組みを進めて

きた結果、１ｋＷｈあたりのCO２排出量は現状において国内

の電力会社で最も低いレベルとなっています。 

　さらに、当社は地球規模での温暖化問題に貢献していくた

め、これまでの目標、すなわち２０１０年度における使用電力

量あたりのCO２排出量を電気事業連合会の目標に合わせ、０．

３４ｋｇ－CO２／ｋＷｈ程度としていたものを、２００７年度からは

２００８～２０１２年度の５ヵ年平均で０．２８２ｋｇ－CO２／ｋＷｈ程度

まで低減するという、より高い目標へ変更しました。 
 
ブータンから世界へ― 
活動はいっそうグローバルに 
－新たに設定した目標に向けて、関西電力はどのような方法

で取り組むのでしょうか？ 
 

再生可能エネルギーの開発や普及、原子力発電の推進、火

力発電所の熱効率の維持と向上、ならびに社会全体のエネ

ルギー利用の効率化など、「ニューERA戦略」をこれからも

バランスよく推進していきます。そのなかで、当社がほかの

電力会社に先駆けて挑戦し、現在も積極的に活用しているの

が「クリーン開発メカニズム（CDM）」です。これは先進国が

途上国の温室効果ガス削減事業に参加し、その事業によって

削減される温室効果ガス排出量を「CO２クレジット（排出権）」

として、自国の目標達成などに利用できる制度です。 
 

－関西電力は、ｅ8（世界電力首脳有志の会議）が実施する「ブー

タン王国における小規模水力発電プロジェクト」のリーダーとして、

同国の未電化の村に水力発電所を建設しました。このプロジェクトは、

２００５年５月、国内の電力会社が関わるものでは初めて、国連にCDM

プロジェクトとして登録されました。 
 

２００７年４月、この水力発電はCO２の排出削減につながって

いることが国連によって認められ、当社はCO２クレジットを

獲得しました。このプロジェクトは小規模でしたが、ここで

得た知識や経験をもとに、その後、中国甘粛省で建設が進

むカンフェン水力発電とルエタイ水力発電のプロジェクトに

参加。２００６年１０月には、国連からCDMとして認定を受け

ており、完成から２０１２年までのCO２クレジットをすべて購

入します。２００７年には中国内蒙古で風力発電のCO２クレジッ

トを購入することにしました。 

 
地域に貢献するシステムを提案 
－水力や風力発電のプロジェクトは得られるCO２クレジット

の量が比較的少ないといわれています。 

 

確かに、フロンガスを減らすような費用対効果の高いプロジェ

クトもあります。一方で、当社には、電気をお届けすることに

よって豊かな生活を実現するという電力会社としての使命

があります。たとえ、それが海外の国でも同じこと。電灯の

明るさに目を輝かせるブータン・チェンデブジ村の子どもた

ちや、若者の就労の機会が増えたと喜ぶ中国甘粛省の人た

ちに接し、電力マンとしてのやりがいを感じました。 
 

－現在は５人の従業員がCO２クレジット獲得のため、世界各

国で奔走しています。 
 

中国などのCDMが数多く実施されている国だけでなく、現在

はCDMの経験が少ない国も視野に入れ、他のアジア諸国や南

米へも足を運んでいます。一社ずつ時間をつくって面談し、建

設予定地を視察するなど、確実で経済的な事業を探しています。 
 

－今後もCDMなど海外での取組みを充実させますか？ 
 

排出権（クレジット）の調達など、マーケットメカニズムを活用

することは必要です。また、日本は温室効果ガスの排出を抑

制する優れた技術を持っています。そのテクノロジーの価

値が具体的に評価され、国際的な利用が促進されるような

システムづくりに向けた提案活動も行っています。さらに、

CO２排出量が少ない電気を提供するなど、環境に対する価

値が、お客さまにとっての価値になるようなサービスも積極

的に開発したいと考えています。持続可能な発展のため、

私たちの挑戦はこれからも続きます。 

 

 

イ ー ラ  

イ ー ラ  

イ ー ラ  
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03特集  

出前教室で伝えています。 
エネルギーと環境の未来。 

CSRクローズアップ 

次世代層へのエネルギー教育 
難波営業所　難波お客さまセンターリビング営業係長　小林 誠 
（前　所長室　地域共生係長） 

 

「なぜ、地球温暖化が起こるのか」を

説明する前に「温暖化によって地球

はどうなるのか」を見せて、子どもの

興味を喚起する―。そんなアイデ

アは実際に出前教室を実施した際の

体験によるところが大きい 

地球温暖化は、今や国際社会がもっとも優先して解決すべき

課題のひとつになっています。教育においても、このことをもっ

と自覚しなければならないのですが、まだまだ十分ではありま

せん。地球温暖化を含めたエネルギー問題に対応できるエネ

ルギー環境教育の重要性と必要性がますます高まっています。

エネルギー環境教育を進めていくためには、関係機関との連携

を円滑に進めていくシステムの構築が不可欠であり、企業をは

じめとする関係機関がもつ専門的な知識や技能、そして人材は、

エネルギー環境教育にとって、まさに宝庫とも言える存在です。

今回紹介されている「出前教室」のようなものは、今後ともぜ

ひ継続・発展させていただきたい取組みのひとつです。 

専門家の方のご意見 

 
 
京都教育大学　教授 
山下 宏文 氏 

地球儀を囲む容器は一方に空気を、もう一方にCO２を
封入。ハロゲンライトで加熱して温度をチェックし、上昇
率の違いを確認する実験で、地球温暖化のイメージを
子どもたちにわかりやすく伝える 

「多くの子どもが参加できるように」との先生
方のご意見を反映させ、発電の実験は発電機
を５台に増設。子どもたちは力を合わせて発電。
そのしくみを楽しみながら理解していく 

○「出前教室」用プレゼンテーション資料 

 

 
 
 
  
 

 
次の世代を担う子どもたちにエネルギーについて正し

く理解し、自ら考えてもらいたい―。関西電力グルー

プは、エネルギーや環境をテーマとした「出前教室」を

全社で展開しています。２００６年度は約９００回を実施し、

約３万８,０００人の子どもたちが参加しました。各事業所は、

授業内容の質を高め、先生や子どもたちに常に満足して

いただけるように、それぞれの地域の事情に合わせた独

自の取組みを展開しています。そこで、出前教室に積極

的に取り組んでいる難波営業所を紹介します。 

  
開始当時の実施校はわずか２校 
いまではエリア４割の小学校に
－難波営業所が「出前教室」を開始したのは１９９８年。当時

の実施校は２校でした。それが、２００６年度には３７校になり、難波営

業所サービスエリアにある小学校の４割から受け入れられています。

活動の輪はどのように広げていきましたか？ 
 

活動を開始したころは「エネルギー学習のお手伝いを」と

いう私たちの思いは、先生方になかなか伝わりませんでした。

こちらからご提案するものの、受けていただける学校は一

向に増えません。そこで、まずは私たちの思いをカタチにし

て示そうと、最初の２校での「出前教室」を充実させたのです。

丁寧でわかりやすい授業を心がけました。例えば、教室では

「雷は省エネに利用できないの？」などと、子どもならでは

のびっくりするような質問が次々に出てきます。即答できる

ものはその場でお答えしますが、答えに窮するものは、授業

終了後に専門の担当者に確認してできるだけ早く回答する

など、きめ細かな対応を心がけました。 
 

－そのような努力が、先生たちのあいだで認められるところ

となったのですね？ 
 

「授業内容の質が高い」「電力会社ならではの体験が聞け

る」とお褒めの言葉をいただき、他校の先生にも紹介して

いただけるようになりました。おかげで、「本校にも出前を」

とご依頼を受けるようになり、いまでは新年度が始まると

同時に、申し込んでいただける学校も少なくありません。 

 
対話と実験で興味を喚起 
壁新聞にまとめられることも 
－「出前教室」の実施校のなかには、そのときの体験を別の

活動に発展させておられるところもあるとか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私たちの営業所は主に小学校５年生を対象に授業をして

います。子どもたちは勉強した内容をレポートにまとめたり、

グルーブごとに壁新聞をつくられることも多いようです。

私たちがお伝えしたことをさらに深く調べたり、考えたりし

ておられます。そのような成果をお礼にと送っていただく

こともあり、壁新聞などは発電所のPRホールに飾っていま

す。 
 

－難波営業所の「出前教室」はどのような時間割で進行して

いますか？ 
 

基本的には２時限で構成しており、最初の１時限はエネルギー

の授業、あとの１時限は環境の授業に当てさせていただい

ています。初めに映像などを使って、エネルギーや環境につ

いて説明し、次にエネルギーや環境をテーマにした実験に

参加してもらっています。私たちが一方的に話すのではなく、

子どもたちに質問したり、意見を聞いたりと対話形式にこだ

わり、全員参加型の授業をめざしています。大きな声で質問

し、実験に目を輝かせる子どもたちを見ると、やりがいを感

じるとともに、エネルギーを供給する企業としての責任の

重さを改めて自覚します。 

 
実験装置を開発し、 
プレゼンテーション資料を制作 
－難波営業所はQCサークルとして「出前教室」の満足度を

上げる取組みを実践していますね。 
 

「出前教室」の実施校の先生方には、アンケートをお願いし、

感想や意見を頂戴しています。その結果をサークルで分析・

検討し、子ども用のワークシートや実験装置の改良に活かし

ています。例えば、「地球温暖化の実験はわかりにくい」と

いうご意見が多かったのですが、実験装置をペットボトルか

ら地球儀に変えたり、実験結果が速やかに得られるよう、地

球儀の大きさや温度計の位置を調整したり…。試作は十数

回におよびました。苦労した甲斐があって、この実験装置は、

当社の営業所が採用しただけでなく、他県のエネルギー企業

からも問い合わせをいただいています。おかげさまで先生

方の満足度も、この２年間で２１ポイント上昇し、２００６年度は

９５％に達しました。 

 

 

 

 

 

 

 
－難波営業所など各営業所の取組みが支店全域に、そして、

全社的な取組みに広がっています。 
 

２００６年度は、本店主催のワーキンググループに参加しました。

「出前教室」用のプレゼンテーション資料を作成するグルー

プで、２００７年３月には６テーマからなる資料が完成しました。

その随所に、私たち営業所の所員が工夫したことや、小学校

の先生に教えていただいたことが反映されています。この資

料を活用すれば、たとえ初めて教壇に立つ従業員でも授業

のレベルを一定に保つことができます。均一で安定したサー

ビスをご提供する。これは当社のモットーですから。 

 

「出前教室」は当社PR館でも実施（南港発電所「エル・シティ館」） 

この日は大阪府内の小学校５年生の２クラスが参加 
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